
(57)【要約】

【課題】糸屑回収装置の装着忘れを防止し、また、糸屑

回収装置に付着した糸屑等のリント類の除去を容易にし

、使い勝手が良くするドラム式洗濯乾燥機を提供する。

【解決手段】本体１内に弾性的に支持され回転ドラム２

を内包する水槽３と、回転ドラム２内から排気した空気

を除湿部２６、加熱部（図示せず）を通して再び回転ド

ラム２内に送風する循環送風経路１６と、循環送風経路

１６途中に設けられ洗濯物から発生する糸屑等のリント

類を回収する糸屑回収装置２２とを備え、糸屑回収装置

２２は、本体１の前面上部に略水平方向に着脱自在に配

設したドラム式洗濯乾燥機であるので、糸屑回収装置２

２の装着忘れを防止し、また、糸屑回収装置２２に付着

した糸屑等のリント類の除去を容易にし、使い勝手が良

くすることができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
周 壁 に 多 数 の 透 孔 を 設 け て 円 筒 形 に 形 成 さ れ 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に 回 転 軸 を 有 す る 回
転 ド ラ ム と 、 本 体 内 に 弾 性 的 に 支 持 さ れ 前 記 回 転 ド ラ ム を 内 包 す る 水 槽 と 、 前 記 回 転 ド ラ
ム 内 か ら 排 気 し た 空 気 を 除 湿 部 、 加 熱 部 を 通 し て 再 び 前 記 回 転 ド ラ ム 内 に 送 風 す る 循 環 送
風 経 路 と 、 前 記 循 環 送 風 経 路 途 中 に 設 け ら れ 洗 濯 物 か ら 発 生 す る 糸 屑 等 の リ ン ト 類 を 回 収
す る 糸 屑 回 収 装 置 と を 備 え 、 前 記 糸 屑 回 収 装 置 は 、 前 記 本 体 の 前 面 上 部 に 略 水 平 方 向 に 着
脱 自 在 に 配 設 し た ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 請 求 項 ２ 】
糸 屑 回 収 装 置 は 、 略 平 面 状 の 第 １ の フ ィ ル タ ー を 有 す る 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 と 、 前 記 第
１ の フ ィ ル タ ー の 網 の 目 の 大 き さ と 同 等 も し く は そ れ 以 下 の 網 の 目 の 大 き さ を 有 す る 略 平
面 状 の 第 ２ の フ ィ ル タ ー を 有 す る 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 と か ら な り 、 前 記 糸 屑 回 収 装 置 に
は 、 上 方 か ら 下 方 に 向 け て 送 風 さ れ る と と も に 、 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 が 、 前 記 第 １
の フ ィ ル タ ー 部 材 の 下 方 に 位 置 す る よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 請 求 項 ３ 】
糸 屑 回 収 装 置 は 、 前 方 下 方 の 送 入 口 よ り 上 方 に 送 風 さ れ 、 上 方 よ り 後 方 下 方 の 送 出 口 よ り
送 風 さ れ る 循 環 送 風 経 路 の 途 中 に 設 け ら れ 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 に は 、 前 記 送 入 口 の 対
応 位 置 に 第 １ の 開 口 部 を 設 け る と と も に 、 前 記 送 出 口 の 対 応 位 置 に 第 １ の フ ィ ル タ ー を 設
け 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 に は 、 前 記 送 入 口 の 対 応 位 置 に 第 ２ の 開 口 部 を 設 け る と と も に
、 前 記 送 出 口 の 対 応 位 置 に 第 ２ の フ ィ ル タ ー を 設 け た 請 求 項 ２ 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機
。
【 請 求 項 ４ 】
第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 の 把 手 部 分 は 、 本 体 前 面 に 露 出 し 外 郭 の 一 部 を 形 成 し 、 第 ２ の フ ィ
ル タ ー の 把 手 部 分 は 、 前 記 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 の 把 手 部 分 の 内 部 に 隠 蔽 さ れ 、 前 記 第 １
の フ ィ ル タ ー 部 材 を 脱 着 し た 後 、 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 を 脱 着 可 能 に 構 成 し た 請 求 項
２ ま た は ３ に 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 請 求 項 ５ 】
循 環 送 風 経 路 に は 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 の 有 無 を 検 知 す る 第 ２ の フ ィ ル タ ー 有 無 検 知 手
段 を 設 け た 請 求 項 ４ 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 請 求 項 ６ 】
第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 の 後 端 部 は 、 上 方 に 湾 曲 す る 湾 曲 形 状 と し 、 そ の 湾 曲 形 状 部 分 の 後
端 面 が 、 循 環 送 風 経 路 の 後 面 に 当 接 す る よ う に 構 成 し た 請 求 項 ２ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 回 転 軸 が 水 平 も し く は 傾 斜 し た 回 転 ド ラ ム 内 で 洗 濯 、 す す ぎ 、 脱 水 、 乾 燥 の
各 行 程 を 行 う ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の こ の 種 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 、 水 及 び 空 気 を 通 過 さ せ る 多 数 の 透 孔 が 周 面 に 形
成 さ れ た 有 底 円 筒 形 の 回 転 ド ラ ム を 水 平 方 向 も し く は 水 平 方 向 か ら 傾 斜 し た 方 向 に し て 水
槽 内 に 配 設 し 、 回 転 ド ラ ム を 回 転 駆 動 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 前 記 水 槽 の 正 面 側 に
は 、 扉 に よ っ て 開 閉 可 能 に 衣 類 出 入 口 が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 衣 類 出 入 口 か ら 回 転 ド ラ ム
内 に 洗 濯 物 を 投 入 し て 水 槽 内 へ の 注 水 及 び 排 水 、 回 転 ド ラ ム の 回 転 を 制 御 す る こ と に よ り
洗 濯 、 す す ぎ 、 脱 水 の 各 行 程 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 更 に 、 水 槽 内 の 空 気 を 排 気 し て 除 湿 部 及 び 加 熱 部 を 通 し て 再 び 水 槽 内 に 戻 す 循 環 送 風 経
路 を 形 成 す る こ と に よ り 、 回 転 ド ラ ム 内 に 収 容 し た 洗 濯 物 を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 行 程 を 行 う こ
と が で き 、 前 記 洗 濯 、 す す ぎ 、 脱 水 の 各 行 程 に 加 え て 乾 燥 行 程 も 可 能 な ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥
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機 と な っ て い る 。 使 用 者 は 、 運 転 に 先 立 ち 洗 剤 を 洗 剤 投 入 ケ ー ス に 入 れ 、 必 要 に 応 じ て 操
作 表 示 部 を 操 作 す る こ と に よ り 、 希 望 す る 運 転 内 容 を 設 定 し た り 、 運 転 ス タ ー ト 、 一 時 停
止 を 行 い 、 運 転 の 進 行 状 態 を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 で は 、 乾 燥 行 程 を 実 施 し た 場 合 に 、 洗 濯 物 の 乾 燥 に 伴 っ
て 発 生 す る 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 送 風 経 路 や 送 風 フ ァ ン 等 に 堆 積 す る こ と を 防 止 す る た め 、
糸 屑 等 の リ ン ト 類 を 回 収 す る 糸 屑 回 収 装 置 が 送 風 経 路 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 糸 屑 回 収 装
置 は 、 堆 積 し た リ ン ト 類 を 使 用 者 が 随 時 除 去 し 清 掃 で き る よ う に す る た め に 、 本 体 の 天 面
に 設 け た 蓋 板 を 開 け て 着 脱 で き る よ う に な っ て お り 、 糸 屑 等 の リ ン ト 類 を 除 去 す る 事 に よ
り 送 風 効 果 が 低 下 し な い よ う に 構 成 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 乾 燥 行 程 時 の 糸 屑 等 の リ ン ト 類 を 除 去 す る 糸 屑 回 収 装 置 と し て は 、 温 風 入 力 側 に
設 け 温 風 入 力 側 が 開 口 し た 袋 状 部 を 有 す る 第 １ の フ ィ ル タ ー と 、 温 風 出 力 側 に 設 け た 面 状
の 第 ２ の フ ィ ル タ ー と を 有 し て い る も の が あ り 、 衣 類 か ら 発 生 し た 糸 屑 等 の リ ン ト 類 な ど
の 大 き い も の は 第 １ の フ ィ ル タ ー の 袋 状 部 に 捕 捉 さ れ 、 ほ こ り な ど の 小 さ い も の は 第 ２ の
フ ィ ル タ ー に 補 足 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ９ ３ ６ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ ０ １ ９ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 従 来 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 構 造 で は 、 糸 屑 回
収 装 置 が 本 体 の 上 部 に 位 置 し 、 そ の 着 脱 の 際 に 開 閉 す る 蓋 板 が 本 体 の 天 面 に あ る た め 、 通
常 目 に つ き に く く 、 糸 屑 回 収 装 置 を 本 体 に 装 着 し 忘 れ て 、 循 環 経 路 内 に 糸 屑 等 の リ ン ト 類
が 侵 入 し た り 、 ま た 、 糸 屑 回 収 装 置 の 掃 除 が 不 十 分 で 、 使 用 者 が 気 が 付 か な い 内 に 糸 屑 回
収 装 置 に 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 堆 積 し 、 送 風 能 力 が 低 下 し て 乾 燥 性 能 が 著 し く 低 下 す る と い
う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 従 来 の 糸 屑 回 収 装 置 は 、 ２ つ の フ ィ ル タ ー が 設 け ら れ て お り
、 そ の 一 方 を 袋 状 に 構 成 し て 糸 屑 等 の リ ン ト 類 を 捕 集 し て い た た め 、 フ ィ ル タ ー の 掃 除 が
し に く く 、 糸 屑 等 の リ ン ト 類 の 除 去 が 不 十 分 と な っ て し ま う と い う 課 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 糸 屑 回 収 装 置 の 存 在 を 使 用 者 に 認 識 さ せ
て 、 糸 屑 回 収 装 置 の 糸 屑 等 の リ ン ト 類 の 除 去 を 促 し 、 使 用 者 が 気 が 付 か な い う ち に 糸 屑 回
収 装 置 に 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 堆 積 し 送 風 能 力 が 低 下 し て 乾 燥 性 能 が 著 し く 低 下 す る と い っ
た こ と を 極 力 少 な く さ せ る と と も に 、 糸 屑 回 収 装 置 の 装 着 忘 れ を 防 止 し 、 ま た 、 糸 屑 回 収
装 置 に 付 着 し た 糸 屑 等 の リ ン ト 類 の 除 去 を 容 易 に し 、 使 い 勝 手 が 良 く 、 し か も 外 観 デ ザ イ
ン 的 に も 優 れ た ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 、 周 壁 に 多 数 の 透 孔
を 設 け て 円 筒 形 に 形 成 さ れ 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に 回 転 軸 を 有 す る 回 転 ド ラ ム と 、 本 体
内 に 弾 性 的 に 支 持 さ れ 前 記 回 転 ド ラ ム を 内 包 す る 水 槽 と 、 前 記 回 転 ド ラ ム 内 か ら 排 気 し た
空 気 を 除 湿 部 、 加 熱 部 を 通 し て 再 び 前 記 回 転 ド ラ ム 内 に 送 風 す る 循 環 送 風 経 路 と 、 前 記 循
環 送 風 経 路 途 中 に 設 け ら れ 洗 濯 物 か ら 発 生 す る 糸 屑 等 の リ ン ト 類 を 回 収 す る 糸 屑 回 収 装 置
と を 備 え 、 前 記 糸 屑 回 収 装 置 は 、 前 記 本 体 の 前 面 上 部 に 略 水 平 方 向 に 着 脱 自 在 に 配 設 し た
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ っ て 、 糸 屑 回 収 装 置 の 存 在 を 使 用 者 に 認 識 さ せ て 、 糸 屑 回 収 装 置 の 糸 屑 等 の リ
ン ト 類 の 除 去 を 促 し 、 使 用 者 が 気 が 付 か な い う ち に 糸 屑 回 収 装 置 に 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 堆
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積 し 送 風 能 力 が 低 下 し て 乾 燥 性 能 が 著 し く 低 下 す る と い っ た こ と を 極 力 少 な く さ せ る と と
も に 、 糸 屑 回 収 装 置 の 装 着 忘 れ を 防 止 し 、 ま た 、 糸 屑 回 収 装 置 に 付 着 し た 糸 屑 等 の リ ン ト
類 の 除 去 を 容 易 に し 、 使 い 勝 手 が 良 く 、 し か も 外 観 デ ザ イ ン 的 に も 優 れ た ド ラ ム 式 洗 濯 乾
燥 機 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 、 糸 屑 回 収 装 置 の 装 着 忘 れ を 防 止 し 、 ま た 、 糸 屑 回 収 装
置 に 付 着 し た 糸 屑 等 の リ ン ト 類 の 除 去 を 容 易 に し 、 使 い 勝 手 が 良 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 周 壁 に 多 数 の 透 孔 を 設 け て 円 筒 形 に 形 成 さ れ 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に
回 転 軸 を 有 す る 回 転 ド ラ ム と 、 本 体 内 に 弾 性 的 に 支 持 さ れ 前 記 回 転 ド ラ ム を 内 包 す る 水 槽
と 、 前 記 回 転 ド ラ ム 内 か ら 排 気 し た 空 気 を 除 湿 部 、 加 熱 部 を 通 し て 再 び 前 記 回 転 ド ラ ム 内
に 送 風 す る 循 環 送 風 経 路 と 、 前 記 循 環 送 風 経 路 途 中 に 設 け ら れ 洗 濯 物 か ら 発 生 す る 糸 屑 等
の リ ン ト 類 を 回 収 す る 糸 屑 回 収 装 置 と を 備 え 、 前 記 糸 屑 回 収 装 置 は 、 前 記 本 体 の 前 面 上 部
に 略 水 平 方 向 に 着 脱 自 在 に 配 設 し た ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 と す る こ と に よ り 、 糸 屑 回 収 装 置
の 存 在 を 使 用 者 に 認 識 さ せ て 、 糸 屑 回 収 装 置 の 糸 屑 等 の リ ン ト 類 の 除 去 を 促 し 、 使 用 者 が
気 が 付 か な い う ち に 糸 屑 回 収 装 置 に 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 堆 積 し 送 風 能 力 が 低 下 し て 乾 燥 性
能 が 著 し く 低 下 す る と い っ た こ と を 極 力 少 な く さ せ る と と も に 、 糸 屑 回 収 装 置 の 装 着 忘 れ
を 防 止 し 、 ま た 、 糸 屑 回 収 装 置 に 付 着 し た 糸 屑 等 の リ ン ト 類 の 除 去 を 容 易 に し 、 使 い 勝 手
が 良 く 、 し か も 外 観 デ ザ イ ン 的 に も 優 れ た も の と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 糸 屑 回 収 装 置 は 、 略 平 面 状 の
第 １ の フ ィ ル タ ー を 有 す る 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 と 、 前 記 第 １ の フ ィ ル タ ー の 網 の 目 の 大
き さ と 同 等 も し く は そ れ 以 下 の 網 の 目 の 大 き さ を 有 す る 略 平 面 状 の 第 ２ の フ ィ ル タ ー を 有
す る 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 と か ら な り 、 前 記 糸 屑 回 収 装 置 に は 、 上 方 か ら 下 方 に 向 け て 送
風 さ れ る と と も に 、 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 が 、 前 記 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 の 下 方 に 位
置 す る よ う に 構 成 し た こ と に よ り 、 フ ィ ル タ ー が 略 平 面 状 で あ る の で 、 糸 屑 等 の リ ン ト 類
の 除 去 が 容 易 に な る と と も に 、 第 １ の フ ィ ル タ ー を 通 過 し た 糸 屑 等 の リ ン ト 類 は 第 ２ の フ
ィ ル タ ー に 捕 集 さ れ る の で 、 循 環 送 風 経 路 内 に 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 堆 積 し て 送 風 能 力 が 低
下 し 、 乾 燥 性 能 が 低 下 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ２ の 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 糸 屑 回 収 装 置 は 、 前 方 下 方 の
送 入 口 よ り 上 方 に 送 風 さ れ 、 上 方 よ り 後 方 下 方 の 送 出 口 よ り 送 風 さ れ る 循 環 送 風 経 路 の 途
中 に 設 け ら れ 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 に は 、 前 記 送 入 口 の 対 応 位 置 に 第 １ の 開 口 部 を 設 け
る と と も に 、 前 記 送 出 口 の 対 応 位 置 に 第 １ の フ ィ ル タ ー を 設 け 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 に
は 、 前 記 送 入 口 の 対 応 位 置 に 第 ２ の 開 口 部 を 設 け る と と も に 、 前 記 送 出 口 の 対 応 位 置 に 第
２ の フ ィ ル タ ー を 設 け た こ と に よ り 、 糸 屑 回 収 装 置 を 本 体 の 前 面 で そ の 上 部 分 に も う け る
こ と が で き る の で 、 使 用 者 に と っ て 、 糸 屑 回 収 装 置 を 使 い や す く す る こ と が で き る と と も
に 、 そ の 存 在 を 使 用 者 に 気 付 き や す く す る こ と が で き る の で 、 掃 除 を 頻 繁 に 行 う こ と を 促
す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ２ ま た は 第 ３ の 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 第 １ の フ ィ ル タ ー
部 材 の 把 手 部 分 は 、 本 体 前 面 に 露 出 し 外 郭 の 一 部 を 形 成 し 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー の 把 手 部 分
は 、 前 記 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 の 把 手 部 分 の 内 部 に 隠 蔽 さ れ 、 前 記 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材
を 脱 着 し た 後 、 前 記 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 を 脱 着 可 能 に 構 成 し た こ と に よ り 、 外 観 の 美 観
を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ４ の 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 循 環 送 風 経 路 に は 、 第 ２ の フ
ィ ル タ ー 部 材 の 有 無 を 検 知 す る 第 ２ の フ ィ ル タ ー 有 無 検 知 手 段 を 設 け た こ と に よ り 、 第 １

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-81574 A 2006.3.30



の フ ィ ル タ ー 部 材 を 外 さ な け れ ば 、 外 側 か ら は 確 認 す る こ と が で き な い 第 ２ の フ ィ ル タ ー
部 材 の 有 無 を 確 認 す る こ と が で き る の で 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 の 付 け 忘 れ を 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ２ ～ ５ の い ず れ か １ つ の 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 第 １ の フ
ィ ル タ ー 部 材 の 後 端 部 は 、 上 方 に 湾 曲 す る 湾 曲 形 状 と し 、 そ の 湾 曲 形 状 部 分 の 後 端 面 が 、
循 環 送 風 経 路 の 後 面 に 当 接 す る よ う に 構 成 し た の で 、 第 １ の フ ィ ル タ ー の 表 面 積 を 広 く す
る こ と が で き る の で 、 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 第 １ の フ ィ ル タ ー の 全 面 を 覆 う ま で の 時 間 を 延
長 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 湾 曲 形 状 部 分 の 後 端 面 か ら 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 洩 れ る の
を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 に つ い て 、 図 １ ～ ４ を 用 い て 説
明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 全 体 斜 視 図 、 図 ２ は 、 同 ド
ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 概 略 断 面 図 、 図 ３ は 、 同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 糸 屑 回 収 装 置 近 傍 の 要
部 断 面 図 、 図 ４ は 、 同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 糸 屑 回 収 装 置 の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 本 体 １ 内 に 、 サ ス ペ ン シ ョ ン 構 造 ５ に
よ っ て 水 槽 ３ が 宙 吊 り 状 態 に 配 設 さ れ 、 水 槽 ３ 内 に 有 底 円 筒 形 に 形 成 さ れ た 回 転 ド ラ ム ２
が そ の 軸 心 方 向 を 正 面 側 か ら 背 面 側 に 向 け て 下 向 き に 傾 斜 さ せ て か つ 回 転 自 在 に 配 設 さ れ
て い る 。 水 槽 ３ の 正 面 側 に は 回 転 ド ラ ム ２ の 開 口 端 に 通 じ る 衣 類 出 入 口 １ １ が 形 成 さ れ 、
本 体 １ の 前 面 を 構 成 す る 前 部 枠 体 ６ の 前 部 に 形 成 さ れ た 上 向 き 傾 斜 面 に 設 け ら れ た 開 口 部
６ ａ を 開 閉 す る 扉 ９ を 開 く こ と に よ り 、 衣 類 出 入 口 １ １ を 通 じ て 回 転 ド ラ ム ２ 内 に 洗 濯 物
を 出 し 入 れ す る こ と が で き る 。 扉 ９ が 上 向 き 傾 斜 面 に 設 け ら れ て い る た め 、 洗 濯 物 を 出 し
入 れ す る 作 業 を 腰 を 屈 め る こ と な く 実 施 で き 、 一 般 に は 横 向 き に あ る 開 口 部 か ら 洗 濯 物 を
出 し 入 れ す る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 作 業 性 の 悪 さ が 改 善 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 回 転 ド ラ ム ２ の 周 面 に 水 槽 ３ 内 に 通 じ る 多 数 の 透 孔 ８ が 形 成 さ れ 、 内 周 面 の 複 数 位 置 に
撹 拌 突 起 ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 回 転 ド ラ ム ２ は 水 槽 ３ の 背 面 側 に 取 り 付 け ら れ た モ ー
タ ７ に よ っ て 正 転 及 び 逆 転 方 向 に 回 転 駆 動 さ れ る 。 ま た 、 水 槽 ３ に は 、 注 水 管 路 （ 図 示 せ
ず ） 及 び 排 水 管 路 １ ３ が 配 管 接 続 さ れ 、 注 水 弁 １ ４ お よ び 排 水 弁 １ ５ の 制 御 に よ っ て 水 槽
３ 内 へ の 注 水 お よ び 排 水 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 部 枠 体 ６ の 上 部 中 央 に は 、 操 作 表 示 部 ２ ０ が 配 置 さ れ 、 使 用 者 は 、 必 要 に 応 じ て 操 作
表 示 部 ２ ０ を 操 作 す る こ と に よ り 、 希 望 す る 運 転 内 容 を 設 定 し た り 、 運 転 ス タ ー ト 、 一 時
停 止 を 行 い 、 運 転 の 進 行 状 態 を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 扉 ９ を 開 い て 回 転 ド ラ ム ２ 内 に 洗 濯 物 を 投 入 し て 運 転 を 開 始 さ せ る と 、 注 水 弁 １ ４ が 開
き 、 洗 剤 投 入 ケ ー ス ２ １ 内 に 水 が 注 水 さ れ 、 そ の 中 に 投 入 さ れ て い た 洗 剤 を 流 し な が ら 、
注 水 管 路 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 、 水 槽 ３ 内 に 所 定 量 の 注 水 が な さ れ 、 モ ー タ ７ に よ り 回 転
ド ラ ム ２ が 回 転 駆 動 さ れ て 洗 濯 行 程 が 開 始 さ れ る 。 洗 濯 行 程 の 洗 濯 物 は 、 回 転 ド ラ ム ２ の
回 転 に よ り 、 撹 拌 突 起 ４ に よ っ て 回 転 方 向 に 持 ち 上 げ ら れ 落 下 す る 撹 拌 動 作 が 繰 り 返 さ れ
、 い わ ゆ る 叩 き 洗 い の 作 用 が 及 ん で 洗 濯 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 所 要 の 洗 濯 時 間 の 後 、 排 水 弁 １ ５ が 開 き 、 汚 れ た 洗 濯 液 は 排 水 管 路 １ ３ か ら 排 出 さ れ 、
回 転 ド ラ ム ２ を 高 速 回 転 さ せ る 脱 水 動 作 に よ り 洗 濯 物 に 含 ま れ た 洗 濯 液 を 脱 水 し 、 そ の 後
、 水 槽 ３ 内 に 注 水 管 路 （ 図 示 せ ず ） か ら 注 水 さ れ 、 す す ぎ 行 程 が 実 施 さ れ る 。 こ の す す ぎ
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行 程 に お い て も 、 洗 濯 物 に は 回 転 ド ラ ム ２ の 回 転 に よ り 、 撹 拌 突 起 ４ で 持 ち 上 げ ら れ て 落
下 す る 撹 拌 動 作 が 繰 り 返 さ れ て す す ぎ 洗 い が 実 施 さ れ る 。 す す ぎ 行 程 が 終 了 す る と 、 回 転
ド ラ ム ２ を 高 速 回 転 さ せ て 脱 水 す る 脱 水 行 程 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 に は 、 回 転 ド ラ ム ２ 内 に 収 容 し
た 洗 濯 物 を 乾 燥 す る 機 能 が 設 け ら れ て お り 、 水 槽 ３ 内 の 空 気 を 排 気 し て 除 湿 し 、 加 熱 さ れ
て 乾 燥 し た 温 風 に し て 再 び 水 槽 ３ 内 に 送 風 す る 循 環 送 風 経 路 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の 脱 水 行 程 が 終 了 す る と 、 乾 燥 行 程 に 移 行 す る 。 乾 燥 行 程 に お い て は 、 回 転 ド ラ ム
２ を 所 定 回 転 数 で 回 転 駆 動 し 、 撹 拌 突 起 ４ に よ っ て 洗 濯 物 を 回 転 方 向 に 持 ち 上 げ て 落 下 さ
せ る 撹 拌 動 作 が 繰 り 返 さ れ る と と も に 、 以 下 の 手 順 に よ っ て 、 内 部 の 空 気 を 除 湿 お よ び 過
熱 を 行 い 乾 燥 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 す な わ ち 、 循 環 送 風 経 路 １ ６ 内 に 配 設 さ れ た 送 風 フ ァ ン ２ ３ を 回 転 駆 動 す る こ と に よ り
、 循 環 送 風 経 路 １ ６ に 矢 印 で 示 す 空 気 の 流 れ が 発 生 し て 、 洗 濯 物 を 収 容 し た 回 転 ド ラ ム ２
内 の 空 気 は 透 孔 ８ を 通 じ て 、 水 槽 ３ 内 に 入 り 、 水 槽 ３ の 排 気 口 ２ ４ か ら 除 湿 管 路 ２ ５ に 排
気 さ れ る 。 除 湿 管 路 ２ ５ に は 、 給 水 弁 １ ４ か ら 供 給 さ れ る 水 の 噴 霧 等 に よ り 冷 却 さ れ た 熱
交 換 板 ２ ６ が 配 設 さ れ 、 水 槽 ３ 内 か ら 排 気 さ れ た 水 分 を 含 む 空 気 は 、 熱 交 換 板 ２ ６ 上 を 通
過 す る 間 に 冷 却 さ れ 水 分 が 結 露 し て 除 湿 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 除 湿 さ れ た 空 気 は 、 第 １ の 接 続 ホ ー ス ２ ９ を 通 り 、 糸 屑 回 収 装 置 ２ ２ を 通 過 し て 乾 燥 運
転 中 に 発 生 し た 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 除 去 さ れ た 後 、 送 風 経 路 ２ ７ を 通 っ て 送 風 フ ァ ン ２ ３
に 入 り 、 さ ら に 、 第 ２ の 接 続 ホ ー ス ３ ０ を 通 っ た 後 、 乾 燥 ヒ ー タ ー （ 図 示 せ ず ） で 加 熱 さ
れ 乾 い た 温 風 と な っ て 、 温 風 供 給 口 ２ ８ か ら 水 槽 ３ に 送 り 込 ま れ 、 そ の 後 、 回 転 ド ラ ム ２
内 へ 循 環 供 給 さ れ る 。 こ の 空 気 の 循 環 が 所 要 時 間 繰 り 返 さ れ 、 洗 濯 物 に 含 ま れ た 水 分 が 徐
々 に 奪 わ れ て 乾 燥 が 進 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 糸 屑 回 収 装 置 ２ ２ は 、 本 体 １ の 前 部 枠 体 ６ の 上 部 分 の コ ー ナ ー 部 に 設 け て い る 。 糸 屑 回
収 装 置 ２ ２ に つ い て 、 以 下 、 図 ３ お よ び 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 糸 屑 回 収 装 置 ２ ２ は 、 フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ お よ び 第 ２
の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ３ で 構 成 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ に は 、 そ の 下 面 に 第 １
の 接 続 ホ ー ス ２ ９ か ら の 空 気 が 送 入 さ れ る 送 入 口 ３ ４ と 、 空 気 が 送 風 経 路 ２ ７ に 送 出 さ れ
る 送 出 口 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ は 、 フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ に 設 け た ス ラ イ ド 溝 ３ １ ａ の 上
方 を 、 前 後 方 向 に 移 動 し て 着 脱 で き る よ う に 構 成 さ れ 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ に は 、
送 入 口 ３ ４ に 対 応 す る 位 置 に 下 方 か ら 送 入 さ れ た 空 気 が 通 過 す る 第 １ の 開 口 部 ３ ６ を 設 け
、 送 出 口 ３ ５ に 対 応 す る 位 置 に 略 平 面 状 の 第 １ の フ ィ ル タ ー ３ ７ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ３ は 、 フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ に 設 け た ス ラ イ ド 溝 ３ １ ａ の 内
部 に 沿 っ て 、 前 後 方 向 に 移 動 し て 着 脱 で き る よ う に 構 成 さ れ 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ３
に は 、 送 入 口 ３ ４ に 対 応 す る 位 置 に 下 方 か ら 送 入 さ れ た 空 気 が 通 過 す る 第 ２ の 開 口 部 ３ ８
を 設 け 、 送 出 口 ３ ５ に 対 応 す る 位 置 に 略 平 面 状 の 第 ２ の フ ィ ル タ ー ３ ９ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ は 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ３ の 上 側 に 収 納 さ れ る よ う 構 成
さ れ て お り 、 フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ に 対 し て は 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ３ を 収 納 し た
後 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ を 収 納 す る よ う に し て い る 。 ま た 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材
３ ２ お よ び 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ３ が 、 フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ へ の 収 納 さ れ た 状 態 に
お い て は 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ３ の 把 手 部 を 形 成 す る 第 ２ の 把 手 部 ４ ０ は 、 第 １ の フ
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ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ の 把 手 部 を 形 成 す る と と も に 前 部 枠 体 ６ と 同 一 面 と な る よ う に 形 成 さ れ
た 第 １ の 把 手 部 ４ １ の 内 方 に 隠 蔽 さ れ て お り 、 外 方 か ら は 見 え な い 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 ２ の フ ィ ル タ ー ３ ９ の 網 の 目 の 大 き さ は 、 第 １ の フ ィ ル タ ー ３ ７ の 網 の 目 と 同 等 も し
く は そ れ 以 下 の 大 き さ と す る こ と に よ り 、 第 １ の フ ィ ル タ ー ３ ７ で 逃 し た 糸 屑 等 の リ ン ト
類 や ほ こ り な ど を 第 ２ の フ ィ ル タ ー ３ ９ で 回 収 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ の 後 端 部 に は 、 上 方 に 湾 曲 す る 湾 曲 形 状 部 分 ４ ２ を 有
し て お り 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ が フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ に 収 納 さ れ て い る 時 、 湾
曲 形 状 部 分 ４ ２ の 後 端 面 ４ ２ ａ が 、 フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ の 後 内 面 ３ １ ｂ に 当 接 す る よ
う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ３ に は 、 磁 石 ４ ３ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 第 ２ の フ ィ ル
タ ー 部 材 ３ ３ を フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ に 収 納 す る こ と で 、 磁 石 ４ ３ を フ ィ ル タ ー 収 納 部
材 ４ １ の 外 部 に 設 け ら れ た 磁 力 判 定 手 段 （ 第 ２ の フ ィ ル タ ー 有 無 判 定 手 段 ） ４ ４ の 近 傍 に
位 置 す る こ と が で き る 。 磁 力 判 定 手 段 ４ ４ は 、 磁 石 ４ ３ の 磁 力 に よ り 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー
部 材 ３ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る か 否 か を 判 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 構 成 に お い て は 、 フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ の 下 面 に 送 入 口 ３ ４ と 送 出 口 ３ ５ を 形 成
し て お り 、 そ の 天 面 に は 、 送 風 の た め の 開 口 を 設 け て い な い の で 、 本 体 １ 内 の 上 方 端 に 糸
屑 回 収 装 置 ２ ２ を 設 け る こ と が で き 、 か つ 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ と 第 ２ の フ ィ ル タ
ー 部 材 ３ ３ は 、 フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ に 対 し 、 前 後 方 向 に 移 動 し て 着 脱 で き る よ う に 構
成 さ れ て い る の で 、 本 体 １ 内 の 前 方 端 に 設 け る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の 構 成 に す
る こ と に よ り 、 糸 屑 回 収 装 置 ２ ２ を 、 使 用 者 が 最 も 使 い や す く て 、 ま た 、 そ の 存 在 を 気 付
き や す い 位 置 で あ る 本 体 １ の 前 面 上 部 の コ ー ナ ー 部 に 設 け る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 送 入 口 ３ ４ は 、 フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ の 下 面 で な く て も よ く 、 側 面 で あ っ て も
よ い 。 す な わ ち 、 天 面 で な け れ ば 、 同 等 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ の 第 １ の フ ィ ル タ ー ３ ７ お よ び 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材
３ ３ の 第 ２ の フ ィ ル タ ー ３ ９ は 、 と も に 平 面 状 と し て い る た め 、 袋 状 と し た 場 合 に 比 べ 、
糸 屑 等 の リ ン ト 類 を 取 除 く 作 業 が 大 幅 に 容 易 と な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー ３ ９ の 網 の 目 の 大 き さ は 、 第 １ の フ ィ ル タ ー ３ ７ の 網 の 目 と 同
等 も し く は そ れ 以 下 の 大 き さ と し て い る の で 、 糸 屑 等 の リ ン ト 類 を 確 実 に 回 収 す る こ と が
で き る の で 、 循 環 経 路 １ ６ 内 に 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 堆 積 し 、 送 風 能 力 が 低 下 し て 乾 燥 性 能
が 低 下 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ お よ び 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ３ の フ ィ ル タ ー 収 納 部
材 ３ １ へ の 収 納 時 に お い て は 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ３ の 第 ２ の 把 手 部 ４ ０ は 、 第 １ の
フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ の 把 手 部 ４ １ の 内 方 に 隠 蔽 さ れ て お り 、 外 方 か ら は 見 え な い 構 成 と な
っ て い る の で 、 表 面 に は 第 １ の 把 手 部 ４ １ だ け し か 現 れ ず 、 第 ２ の 把 手 部 ４ ０ を 構 成 す る
ラ イ ン を 本 体 表 面 か ら な く す こ と が で き る の で 、 外 観 の 美 観 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 第 １ の 把 手 部 ４ １ は 、 前 部 枠 体 ６ と 同 一 面 と な る よ う 形 成 さ れ て い る の で 、 さ ら
に 外 観 の 美 観 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ を 装 着 し 忘 れ た 場 合 に も 、 洗 濯 運 転 開 始 時 も し く は 乾
燥 運 転 開 始 時 に 、 そ の 装 着 忘 れ に つ い て 、 使 用 者 が 目 視 で 容 易 に 確 認 す る こ と が で き る の
で 、 循 環 経 路 １ ６ 内 に 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 堆 積 し 、 送 風 能 力 が 低 下 し て 乾 燥 性 能 が 低 下 す
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る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ を 外 さ な け れ ば 、 外 側 か ら は 確 認 す る こ と が で き な い
第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ３ の 装 着 忘 れ に つ い て は 、 第 ２ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ３ に 磁 石 ４ ３
が 取 り 付 け ら れ て お り 、 フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ の 外 側 に 設 け ら れ た 磁 力 判 定 手 段 ４ ４ に
よ り 、 そ の 存 在 を 認 識 す る こ と が で き る の で 、 磁 力 判 定 手 段 ４ ４ が 磁 石 ４ ３ が 無 い と 判 定
し た 場 合 に 、 操 作 表 示 手 段 ２ ０ に よ り 異 常 報 知 等 を 行 い 、 運 転 を 停 止 し 、 使 用 者 に 知 ら し
め る こ と が で き る の で 、 循 環 経 路 １ ６ 内 に 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 堆 積 し 、 送 風 能 力 が 低 下 し
て 乾 燥 性 能 が 低 下 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ の 後 端 部 に は 、 上 方 に 湾 曲 す る 湾 曲 形 状 部 分 ４ ２ を
有 し て お り 、 第 １ の フ ィ ル タ ー 部 材 ３ ２ が フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ に 収 納 さ れ て い る 時 、
湾 曲 形 状 部 分 ４ ２ の 後 端 面 ４ ２ ａ が 、 フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ の 後 内 面 ３ １ ｂ に 当 接 す る
よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 第 １ の フ ィ ル タ ー ３ ７ の 表 面 積 を 広 く す る こ と が で き 、 糸 屑
等 の リ ン ト 類 が 第 １ の フ ィ ル タ ー ３ ７ の 全 面 を 覆 う ま で の 時 間 を 延 長 さ せ る こ と が で き る
の で 、 使 用 者 に と っ て 使 い や す い も の と な る 。 ま た 、 湾 曲 形 状 部 分 ４ ２ の 後 端 面 ４ ２ ａ と
フ ィ ル タ ー 収 納 部 材 ３ １ の 後 内 面 ３ １ ｂ を 当 接 さ せ る こ と で 、 そ こ か ら 糸 屑 等 の リ ン ト 類
が 洩 れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 、 糸 屑 回 収 装 置 の 装 着 忘 れ を 防 止
し 、 ま た 、 糸 屑 回 収 装 置 に 付 着 し た 糸 屑 等 の リ ン ト 類 の 除 去 を 容 易 に し 、 使 い 勝 手 が 良 く
す る こ と が で き る の で 、 フ ィ ル タ ー 等 の メ ン テ ナ ン ス を 要 す る 部 品 を 搭 載 し た 各 種 機 器 に
適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 全 体 斜 視 図
【 図 ２ 】 同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 概 略 断 面 図
【 図 ３ 】 同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 糸 屑 回 収 装 置 近 傍 の 要 部 断 面 図
【 図 ４ 】 同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 糸 屑 回 収 装 置 の 要 部 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １ 　 本 体
　 ２ 　 回 転 ド ラ ム
　 ３ 　 水 槽
　 ８ 　 透 孔
　 １ ６ 　 循 環 送 風 経 路
　 ２ ２ 　 糸 屑 回 収 装 置
　 ２ ６ 　 除 湿 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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